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橋梁の建設後の経過年数（関東地方整備局全体）
関東地方整備局が管理する道路橋2,780箇所のうち、全体の34％にあたる約940箇所が一般に高度経済成長期

と言われる1955年から1973年にかけて建設されています。今後これらの橋梁の高齢化が一層進展していくこと
から、多額の修繕・架替え費用が集中的に必要となることが懸念されます。

橋梁箇所数
累積

橋長15m以上

橋長15m未満

凡 例

建設年度別の橋梁箇所数の分布
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(平成25年4月1日時点）

建設後50年以上の橋梁
建設後50年未満の橋梁

建設後50年以上の橋梁箇所数の増加

【現在】
(2013年度) 【20年後】(2033年度)【10年後】(2023年度)

※橋長2m以上対象

建設後の経過年数内訳

※橋長2ｍ以上対象
(平成25年4月1日現在)

千葉国道事務所直轄国道の⽼朽化の現状



全橋梁
388橋

橋齢50年以上
の推移
23％増加

橋齢50年以上
の推移
34％増加

（橋）

千葉国道事務所千葉県直轄国道の⽼朽化の現状
橋梁の建設経過年数



・40ｍ未満の橋梁が約50％を占めている。
・橋梁の総延長は約41.5㎞

40ｍ未満
約50％

千葉国道事務所千葉県直轄国道の⽼朽化の現状
橋梁の延長割合



（本）

建設後50年以
上

の推移
7％増加

建設後50年以
上

の推移
11％増加

全トンネル
27本

（本）

千葉国道事務所

トンネルの経過年数

千葉県直轄国道の⽼朽化の現状



（ｍ）

トンネルの総延長は約2.8㎞

千葉国道事務所

各トンネルの長さ

千葉県直轄国道の⽼朽化の現状



全ｼｪｯﾄﾞ
14基

（基）

建設後50年以
上

の推移
0％

建設後50年以
上

の推移
43％増加

千葉国道事務所

シェッドの建設経過年数

千葉県直轄国道の⽼朽化の現状



全大型ｶ
ﾙﾊﾞｰﾄ
20基

（基）

建設後50年以
上

の推移
10％増加

橋齢50年以上
の推移
10％増加

千葉国道事務所

大型カルバートの経過年数

千葉県直轄国道の⽼朽化の現状



全歩道橋
144橋

橋齢50年以上
の推移
49％増加

橋齢50年以上
の推移
35％増加

（橋）

千葉国道事務所千葉国道事務所

歩道橋の建設経過年数

千葉県直轄国道の⽼朽化の現状



全門型
標識
74基

（基）

建設後50年以
上

の推移
0％

建設後50年以
上

の推移
17％増加

千葉国道事務所直轄国道の⽼朽化の現状
門型標識の建設経過年数



千葉国道事務所千葉国道の主な管理施設量

国道 ６号 ２２．８ｋｍ
国道 １４号 ８．９ｋｍ
国道 １６号 １０９．８ｋｍ
国道 ５１号 ５４．５ｋｍ
国道１２６号 ２４．２ｋｍ
国道１２７号 ５５．２ｋｍ
国道３５７号 ２８．９ｋｍ
国道４０９号 ３．９ｋｍ

橋 梁 ３６０橋
トンネル ２７本
シェッド １４基
大型カルバート １７基
横断歩道橋 １４２橋
門型標識 ６７基

計 約３０８ ｋｍ

管理延長

施設管理数

千 葉
22,548台（29.9）

48,015台（25.9）

57,730台（29.0）

31,095台（17.5）

22,313台（18.1）
7,664台（22.5）

16,672台（10.0）

木更津ＪＣＴ

宮野木ＪＣＴ

千葉東ＪＣＴ

成田ＪＣＴ

木更津東ＩＣ

市原鶴舞ＩＣ

茂原長南ＩＣ

茂原北ＩＣ

首都圏中央連絡自動車道

：事前通行規制区間

：特殊通行規制区間

平日２４ｈ交通量（大型混入率）

※H22センサス値



千葉国道事務所千葉国道事務所の道路施設点検状況

平成２５年度 橋梁点検結果
◎主要部材C・S判定診断となった原因は、「制作･施工不良」、「防水･排水工不良」が62％を占め
、原因に対する損傷は、「剥離・鉄筋露出」、「漏水・遊離石灰」が多かった。
また、三大損傷といわれる（塩害・疲労）は22％であった。

※三大損傷とは

進行すると橋梁
の安全性が脅か
される重大な損
傷



千葉国道事務所の道路施設点検状況

①橋梁点検でコンクリート桁等に損傷を確認。
②損傷要因を「塩害」と特定するとともに、早期に補修が必要と診断。
③コンクリート部材の補修を行うとともに、内部の鉄筋に微弱電流を流し、塩分進入

による鉄筋腐食を抑制する補修を実施。

橋梁点検状況 橋梁損傷状況 補修状況

完 成

橋梁点検・補修の取組事例（塩害）

千葉国道事務所

コンクリート内の鋼材に微弱電
流を流し続け、鋼材の腐食を電
気科学的に抑制する工法



千葉国道事務所の道路施設点検状況 千葉国道事務所

①橋梁点検で鋼製床版・桁等に損傷を確認。
②損傷要因を「疲労」と特定するとともに、早期に補修が必要と診断。
③あて板補修

橋梁点検・補修の取組事例（疲労）

橋梁点検状況 橋梁損傷状況

あて板補修
橋梁標準断面図



直轄国道の道路施設点検状況

トンネル点検・補修の取組事例

千葉国道事務所

①トンネル点検で覆工コンクリートに剥離損傷を確認。
②損傷要因を「劣化」と特定するとともに、早期に補修が必要と診断。
③剥落の補修を行う。

トンネル点検状況 トンネル損傷状況 補修状況

完 成



2014 2015 2016 2017 2018
Ａ橋 一般国道 Ａ路線 32 1962 52 2010 Ｃ 床版打換 定期点検
Ｂ橋 一般国道 Ａ路線 31 1953 61 2011 Ｃ 主桁塗装 定期点検
Ｃ橋 一般国道 Ｂ路線 217 1997 17 2011 Ｂ 定期点検
Ｄ橋 一般国道 Ｂ路線 55 2002 12 2012 Ｃ 床版補修 定期点検
Ｅ橋 一般国道 Ｃ路線 72 1981 33 2013 Ｃ 主桁補修 定期点検
・・・
・・・
・・・

対策の内容・時期
橋梁名 路線種別 路線名

橋長
（ｍ）

架設
年度

供用
年数

最新点
検年次

対策
区分

⻑寿命化修繕計画の推進

長寿命化修繕計画（2014年度版）

毎年更新

長寿命化修繕計画（2015年度版）

※定期点検や詳細調査の結果を受けて、
毎年度、修繕計画を更新していく

長寿命化修繕計画
（2016年度版）

更新 更新

予算の平準化も考慮

千葉国道事務所



道路種別別橋梁数 土木技術者数

地⽅公共団体の管理の状況 千葉国道事務所



地⽅公共団体への⽀援 千葉国道事務所



関係機関の連携による検討体制を整え、課題の状況を継続的に把握・共有し、効果的な
老朽化対策の推進を図ることを目的に、全都道府県で「道路メンテナンス会議」を設置

千葉国道事務所

・地方整備局（直轄事務所）
・地方公共団体
・高速道路会社
・道路公社
他

１．研修・基準類の説明会等の調整

２．点検・修繕において、優先順位等の考え方に該
当する路線の選定・確認

３．点検・措置状況の集約・評価・公表
４．点検業務の発注状況支援（地域一括発注等）
５．技術的な相談対応 等

体 制 役 割

道路メンテナンス会議の設置

「道路メンテナンス会議」による地方公共団体の取組みに対する支援

◎地方公共団体における三つの課題（人不足、技術力不足、予算不足）より、
点検が進まない、点検結果の妥当性確認が出来ない、適切な修繕等が実施でき
ない。

メンテナンス会議設置の背景



（１）設 置 ： 平成26年5月26日（第１回）
（２）構 成 ： 県内の全道路管理者（NEXCO、首都高速、国、県、公社、５４市町村）

千葉県建設技術センター
（３）会 長 ： 千葉国道事務所長
（４）会議開催経緯 ： 第２回 平成26年10月15日

第３回 平成26年12月24日

H26.6.3 千葉日報第１回 千葉県道路メンテナンス会議の状況

千葉県道路メンテナンス会議の概要

千葉国道事務所道路メンテナンス会議の設置



定期検診 打合せが・・

納期が・・

○月○日 定期検診

○
○
市

○
○
村

○
○
区

とりまとめ

点検実施

⼈不⾜に対する⽀援（地域⼀括発注）

例えば定期健康診断を個々に促しても・・

会社がまとめてくれれば・・

一括発注

千葉国道事務所



必要だと思う

必要だと思わない

５３自治体

千葉国道事務所千葉県内の地域⼀括発注に対する意識



千葉国道事務所今後の取組

地域一括発注

◎２７年度より本格的な点検業務の地域一括

発注に取り組み、市町村の人的負担の軽減

や効率的な点検を進める。

◎そのため、現在、一括発注を実施する為の

準備を行っており、終了次第、意向調査に

入る。



技術⼒不⾜に対する⽀援について 千葉国道事務所

土木技術者数

メンテナンス会議で実施してもらいたい支援



◎千葉県橋梁点検研修会の開催
点検に必要な基礎知識を習得するための講義と橋梁点検実習を実施。

・市町村担当者を対象にした「研修会」をH26.12.17・18の２日間開催。４４自治体から９６名
が参加。

・研修会は午前中、点検に必要な基礎知識（法制度・橋梁構造の基本・損傷の種類）
橋梁点検のポイント等を講義にて学習。

・午後は、実際の橋梁にて、高所作業車を使用した近接目視点検や橋梁の健全性を確認
する為の試験を体験。

千葉国道事務所メンテナンス会議での技術的⽀援

これまでの取組

基礎知識を取得するための講義 高所作業車を用いた近接目視点検



橋梁点検の現地学習会

千葉国道事務所メンテナンスの重要性についての広報活動

これまでの取組（学習会）

◎高専生による橋梁点検の現地学習会を開催

学生の皆様に直接現地で橋梁の近接目視や打音検査等の点検を体験していただき、その重

要性を学習していただくことを目的に「橋梁点検の現地学習会」を開催

・２６年１０月１６日木更津工業高等専門学校 環境都市工学科 ４学年の学生 ２０名。

・点検ハンマー、クラックスケールを使用した近接目視の点検実習

・コンクリートの劣化状況や鋼部材の疲労亀裂の状況を調査する際に必要となる非破壊試験

の実演。

高所作業車を用いた近接目視点検 H２６．１０．１６ 千葉テレビ

「私たちも授業で橋の設計の勉強をしている
が、つくるだけでなく、維持・管理の大切さを実
感できました。」



千葉国道事務所

これまでの取組（パネル展）

メンテナンスの重要性についての広報活動

（１）「道の駅」でのパネル展

道の駅オライはすぬま（6 / 8）
道の駅やちよ （ 11/ 15～ 11/ 30）
道の駅とみうら （ 1/ 22～ 2/ 1）
道の駅きょなん （ 1/ 27～ 2/ 22）
道の駅和田浦WA・O（ 2/ 3～ 2/ 22）

（２）公共施設、イベント等でのパネル展

船橋防災センター （7/29）
千葉市役所 （10/27～11/7）



千葉国道事務所今後の取組

直轄診断・修繕支援

（１）直轄診断

・道路施設については、各道路管理者が

責任を持って管理するのが基本。

・それでもなお、自治体の技術力等に鑑

みて支援が必要なもの（複雑な構造を有

するもの、損傷度合いが著しいもの、社

会的に重要なもの等）に限り、国が整備

局の職員等で構成する「道路メンテナン

ス技術集団」を派遣して、技術的な助言

を行うもの。

・H26年度は、全国で３橋について試行。

関東では群馬県嬬恋村の大前橋で試

行。

（２）修繕支援
・一定の構造物を対象にした国による修繕・
改築の代行

・橋梁の架け替えなどの一定規模以上の事
業に対しては、新たな補助制度をH27年度
予算に計上。



千葉国道事務所その他

他の施設の点検

道路には、「法面」、「舗装」、「照明柱」、「Ｆ型
、単柱標識」、「擁壁」などの施設もあり、これら
の施設についても点検、補修を進めていく。



千葉国道事務所

ご静聴ありがとうございました。

今後とも老朽化対策へのご理解、
ご協力をお願いします。


